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本県産ブルーベリーを銀座ぐんまちゃん家で試食宣伝

本県産のブルーベリーが収穫最盛期を迎え、本
格的な観光園シーズンもスタートしたことから、
本県産の認知度向上とおいしさなどの魅力発信、
そして消費拡大を図るため、東京園芸情報センタ
ーでは東京銀座のぐんまちゃん家にて、ブルーベ
リーの試食宣伝とアンケート調査を実施しました。

本県産ブルーベリーの食味にまずますの評価、食感･みずみずしさが好評
今回試食提供したのは、渋川市内の観光ブルーベリー園のもので、

ぐんまちゃん家で行われたランチイベントの来場者へ試食提供を通じ
てPRするとともに、その食味評価やブルーベリーに関するアンケート
調査を実施しました。
食味評価では、甘さが平均3.8点、酸味（の良し悪し）が3.7点とな

り、総合的なおいしさの評価は4.0点となりました。なかでも鮮度に
つながる”食感･みずみずしさ”の評価では平均4.2点と比較的高い評価
が得られました。（右表）
また、試食した感想等の中には、粒の大きさを評価する意見が多数

見られた一方で「甘さ酸味とも、もう少し欲しい。味がうすい。」、「味
にバラツキがある。」と厳しい評価も見られ、改善点もありました。
その他、試食した感想は以下のとおりです。
☑ 粒が大きくて美味しかった。スーパーのものより大きい。
☑ 甘酸バランスがよく、果肉がしっかりしていて良かった。
☑ 酸味が強くなく、歯触りも良くおいしい。
☑ 甘いものと酸っぱいものが極端に分かれている。
☑ ブルーベリー特有の甘酸っぱさがない。
☑ 甘さ酸味とも、もう少し欲しい。味がうすい。

産地としての認知度は低いが、食べればわかるおいしさ！
消費者意識等のアンケートの結果、ブルーベリー産地としての本県の認知度は35％と、全国出荷量3位の

産地としては低い結果となりました。しかし、他にイメージするブルーベリー産地を聞くと、「わからな
い」や無回答とする方が比較的多く、産地への意識が低いことがうかがえました。
本県は全国でも有数のブルーベリー産地であり、さらに来県者を誘致

する観光資源としても価値の高い品目ですが、その美味しさや品質、そ
して観光的魅力はまだまだ知られていないのが現状です。実際に体験す
ればわかる美味しさや大きさ、摘み取りの楽しさなどの魅力をさらに強
く発信するためには､試食を通じたPRを積極的に実施するほか、観光業と
の連携による継続した誘致が必
要と考えます。
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実施概要
■日時／6月28日(水)
■場所／ぐんまちゃん家2階（東京都中央区銀座）
■主催／東京園芸情報センター
■協力／ぐんま総合情報センター

ぐんまブランド推進課

試食提供したブルーベリー

試食とともに配布した

本県ブルーベリー産地をPRするチラシ

甘さ 3.8

酸味 3.7

食感、みずみずしさ 4.2

おいしさ(総合評価） 4.0

ブルーベリーの食味評価

  ※5点満点評価



ブルーベリー関するアンケート調査結果

１ 実施概要

２ 試食したブルーベリーの食味評価
食味評価では、甘さが平均3.8点、酸味（の良し悪し）が3.7点となり、

総合的なおいしさの評価は4.0点となった。なかでも鮮度につながる”食
感･みずみずしさ”の評価では平均4.2点と高い評価が得られた。（右表）
また、試食した感想等の中には、粒の大きさを評価する意見が多数見

られた一方で「甘さ酸味とも、もう少し欲しい。味がうすい。」、「味に
バラツキがある。」と厳しい評価も見られ、課題もみられた。
その他、試食した感想は以下のとおり。
☑ 粒が大きくて美味しかった。スーパーのものより大きい。
☑ 味がしっかりとしていた。
☑ 甘酸バランスがよく、果肉がしっかりしていて良かった。
☑ 酸味が強くなく、歯触りも良くおいしい。
☑ 甘いものと酸っぱいものが極端に分かれている。
☑ ブルーベリー特有の甘酸っぱさがない。
☑ 甘さ酸味とも、もう少し欲しい。味がうすい。

■日 時／6月28日(水)
■回答者／ぐんまちゃん家亭水沢うどんランチ来場者
■回答数／70名
■アンケート実施方法／ブルーベリーの試食提供ともに、アンケートを配布し回答を依頼
※回答者のランチイベントへの来場経験は右のとおり
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３ 消費者意識等のブルーベリーに関するアンケート結果

（１）「群馬県がブルーベリーの産地である」ことを知っている？

・全体の65％が知らないという結果となり、年代に傾向は見られなかった。
・ぐんまちゃん家のランチイベント来場経験との関係について、「初めて」の方は認知度が約60％程
である一方、なぜか「2回以上」の方10％程度であった。

（２）ブルーベリーの産地としてイメージする都道府県は？

・回答が多いのは、1位長野県、2位山梨県、3位群馬県となった。
・一方で「わからない」、や無回答とする方も多く、産地(国内)への意識の低さが見られるた。
・ブルーベリーの28年出荷量は1位長野県、2位東京都、3位群馬県で、東京都や東京都中央卸売市場
での入荷量が多い愛媛県については産地イメージとのかい離が見られた。（参考データ参照）



＜参考＞

（３）ブルーベリーを購入する際、どんな点を重視する？

・最も重視する点は「外観（鮮度や色）」で、ほぼ半数の49％となり、その他と大きく差をつけた。
・「産地」、「品種」、「価格」ではほぼ同程度の割合となった。
・「その他」の意見として、「国産であること」や「味」という意見があった。

（４）どんなブルーベリーを食べたい（購入したい）？【記述回答】

・最も多く聞かれたのは「甘い」で、次いで「新鮮（ハリがある等）」である。また、甘さと酸味のバ
ランスや大粒を求める声も比較的多くある。

・その他の意見として、「安全」や「味が濃い」などがあった。

産地名 入荷量(t) 占有率
1 愛媛 29 21%
2 千葉 16 11%
3 メキシコ 13 9%
4 長野 13 9%
5 茨城 12 9%
6 高知 10 7%
7 チリ 9 6%
8 群馬 8 6%
9 米国 6 4%
10 栃木 6 4%

出典：東京都中央卸売市場統計

平成28年東京都中央卸売市場における

ブルーベリーの産地別入荷量

産地名 出荷量(t) 占有率
1 長野 331 18%
2 東京 215 12%
3 群馬 111 6%
4 埼玉 106 6%
5 千葉 94 5%
6 岩手 93 5%
7 愛媛 84 5%
8 茨城 69 4%
9 熊本 59 3%
10 北海道 57 3%

出典：平成28年産野菜生産出荷統計（農水省）

平成26年産ブルーベリーの産地別出荷量



（５）ブルーベリーは好き？嫌い？

・全体の71％が「好き」または「どちらかというえば好き」とし、一方の「嫌い」「どちらかといえ
ば嫌い」は1%となった。

・年代別では傾向は見られなかった。

（６）今後、群馬県産ブルーベリーを買って食べたい？

・「食べたい」が全体の71％となり、前回までのトマトブリックスナイン（68％）やこだますいか（5
4％）を上回った。

・年代別では、50代を除いて年代が高くなるほど「食べたい」の割合が高くなる傾向がやや見られた。

（６）今後、群馬県内の観光ブルーベリー園へ行ってみたい？

・「はい（行ってみたい）」が全体の81％となった。
・年代別では、大きな傾向は見られない。

（7）その他の意見、感想
☑ フルーツ狩りが一年中（長い期間）できるのは、群馬県以外少ないと思う。
☑ 試食を通じて群馬の名産をいろいろ知ることができ、楽しい。ありがたい。
☑ 試食したものを販売していると嬉しい。


